
１．期間中の新幹線・特急・急行列車のご利用状況（主要１８区間計）

在来線

193.8 万人 193.5 万人 100%

188.8 万人 194.8 万人 97%

382.7 万人 388.3 万人 98%

２．主な線区のご利用状況（上下計）

備　　考

158.4 万人 156.7 万人 101 ％

16.2 万人 16.4 万人 99 ％

87.2 万人 92.0 万人 95 ％

26.5 万人 26.3 万人 101 ％

8.6 万人 8.8 万人 99 ％

11.8 万人 11.8 万人 100 ％

4.5 万人 6.1 万人 73 ％

10.6 万人 10.3 万人 103 ％

24.1 万人 22.1 万人 109 ％

5.6 万人 5.4 万人 104 ％

4.1 万人 4.2 万人 97 ％

9.2 万人 9.9 万人 93 ％

23.2 万人 22.1 万人 105 ％

99%

本　　年 前　　年 前年比

上　　り 97% 97%
計 99%

東北新幹線（大宮～宇都宮・古川～北上）

〃　　　（盛岡～八戸）

上越新幹線

長野新幹線

秋田新幹線

山形新幹線

2005年1月6日

年末年始期間のご利用状況
〔１２月２８日（火）～１月５日（水）まで９日間の前年同日比較〕

新幹線

下　　り 100% 100%

本　　年 前　　年 前年比

羽越本線　（いなほ等）

東北本線（つがる・白鳥等）

常磐線　（ｽｰﾊﾟｰひたち等）

外房線　（ﾋﾞｭｰわかしお等）

内房線　（ﾋﾞｭｰさざなみ等）

（成田ｴｸｽﾌﾟﾚｽ）
11.9 万人 11.6 万人 103 ％

総武・成田線

中央本線　（あずさ・かいじ等）

9.9 万人 888.7 万人

ほくほく線（はくたか）

東海道本線

(ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｭｰ踊り子等）
％

○期間中の新幹線・特急・急行列車のご利用状況は３８２．７万人、前年比９９％で５年ぶり
　に前年を下回りました。
　なお、新潟県中越地震の影響を受けたと思われる線区を除くと前年比１０２％となります。
○帰省は１２月３０日に、Uターンは１月３日にピークとなりました。
○近距離きっぷの発売枚数は前年比１０５％でした。



３．ピーク時のご利用について

帰　省

Ｕターン

４．行楽地最寄り駅の降車人員

駅　名 降車人員 前年比

八　戸 　５６．７千人 　９０％

田沢湖 　　４．７千人 　９７％

長　野 １５５．２千人 １０７％

白　馬 　　３．５千人 　７９％

ガーラ湯沢 　　８．５千人 　７０％

越後湯沢 　４１．６千人 　７１％

熱　海 　８１．６千人 　９７％

５．初詣関係駅の降車人員（１月１日～３日の３日間）

駅　名 降車人員 前年比

成　田 　６．６万人 　８８％

原宿・代々木 ３９．６万人 １０２％

川　崎 ２４．６万人 　９９％

鎌　倉 ２３．０万人 １０３％

６．近距離のお客さまのご利用状況（ＪＲ東日本管内の近距離きっぷの発売実績）

発売枚数　３，９１１万枚　前年比１０５％

　首都圏主要駅の近距離きっぷの発売実績

駅　名 発売枚数 前年比

東　京 　９５万枚 １０６％

新　橋 　５９万枚 １１９％

新　宿 ２３５万枚 １０２％

海浜幕張 　１３万枚 １２９％

舞　浜 　３５万枚 　９０％

さいたま新都心 　１３万枚 １６７％ スーパーアリーナ（格闘技）、コクーンオープン

湘南新宿ライン大増発

幕張メッセ（コンサート）

東京ディズニーリゾート

丸の内オアゾオープン、東京ミレナリオ

Hot　Fantasy　Odaiba

明治神宮

川崎大師

鶴岡八幡宮

備　考

新潟県中越地震と雪不足の影響

神社・仏閣名

成田山新勝寺

雪不足によるスキー客の減少

新潟県中越地震と雪不足の影響

　１月　３日（月）　３５．１万人 　１月　４日（日）　３５．８万人

備　考

本　年 前　年

１２月３０日（木）　３１．７万人 １２月３０日（火）　２９．３万人

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

本　年 火 水 木 金 土 日 月 火 水

前　年 日 月 火 水 木 金 土 日 月


